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グラデーションのグレー：慣習外だが S 家墓地の被埋葬者 
白：慣習に従って S 家の墓地に埋葬されない親族 
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第三夫人が P.S氏と結婚したときは、P.S氏が 70代半ば、第三夫人が 50代であった。ボ
ンデイ社会では、婚姻関係があることで社会的に尊重される立場となる。そのため、たとえ
高齢になっても結婚を推奨する人々が多い。この結婚生活は P.S氏が 2012年に死去したこ
とにより終了した。高齢結婚であったが、P.S 氏と第三夫人との間の結婚生活は 20 年近く
あり、2019 年現在でも第三夫人は法的には P.S 氏の妻となっている。しかし、P.S 氏と第
三夫人の間には子どもがいないこともあり、たとえ婚姻関係が継続していても、P.S氏家族










































育てられたため MZ 村に居住しているが、実父は L 村出身の人物である。そのため、いく
ら母に育てられながらMZ村で長年生活をしていても、死去した場合、L村で埋葬される予

















①家主 P.S 92 ボンデイ 老衰 MZ 村 所有地 MZ 村 
②第一夫人 60 代 ボンデイ 病気 MZ 村 夫 P.S の土地(許可) MZ 村 
③第二夫人 不明 ボンデイ 病気 MZ 村 父方の土地 不明 
④第三夫人(68)  ボンデイ  K 村 母方の土地(希望) K 村 
⑤長男 60 代 ボンデイ 病気 MZ 村 父 P.S の土地 MZ 村 
⑥長女 60 代 ボンデイ 病気 MZ 村 父 P.S の土地 MZ 村 
⑦孫(長男の息子) 36 ボンデイ 病気 都市 DMS 父方祖父 P.S の土地 MZ 村 
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さんある。G.Ch 自身も 10 歳ころまではムスリムであったが、キリスト教に改宗した。そ
のため、婚姻によりムスリムに改宗した娘以外の現在生存している家族は、キリスト教信者
である。よって、G.Ch氏は、一夫一妻制の婚姻形式をとっている。 
写真１ 1990年代のお墓 イスラーム 写真２ P.S、妻 A.S、子どもたちの 
墓 2017 
図３ Ch家の埋葬地 
黒：慣習に従い Ch 家墓地の被埋葬者・被埋葬予定者、 
白：慣習に従い Ch 家の墓地に埋葬されない親族 













































り、3 人目の女性とは夫婦として家庭を築いている。2 人の子どもに関しては、1 人の子ど
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⑨家主 G.Ch(86)  ボンデイ  M 村 父方祖先の土地 M 村 
⑩妻(70 代)  ボンデイ  M 村 父方祖先の土地 R 村 
⑪次男(60)  ボンデイ  タンガ市 父方祖先の土地 M 村 
  ⑫次男の妻(50 代)  ボンデイ  タンガ市 父方祖先の土地 Kw 村 
⑬次男の娘 J.C 35 ボンデイ 病気 T 市 父方祖先の土地 M 村 
⑭次男の孫 A. 
(J.C の娘) 
17 ボンデイ 病気 T 市 母方祖先の土地 M 村 
⑮G.Ch の甥の妻 62 ボンデイ 病気 T 市 父方祖先の土地 E 村 





























いということが二つ目の理由であった。   
 
慣習外 
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